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　この度の市長選挙において、無投票という結果と

なりましたこと、大きな責任と重みを伴うものであ

り、これからの市政運営に対する期待の表れである

と受け止めております。かすみがうら市長として初

登庁ができることは、私にとって大変な喜びである

とともに、緊張感と使命感に身の引き締まる思いで

あります。

　私は、子どもたち、そして今を生きる市民の皆様に、

この街で生きる「誇り」を持ってほしいと願ってい
ます。「かすみがうらに生まれて、生きて、本当に良
かった」と、誰もが胸を張れる未来を創り上げること、
それが私の使命です。

　私がまちづくりをする上で大切にしている３つの

基本姿勢があります。

　１つ目は「寛容」です。この街の未来に貢献しよ
うとするすべての力を分け隔てなく迎え入れます。

挑む姿を、この街の風景に。
　２つ目は「結集」です。徹底した議論を尽くし、
さまざまな知恵と情熱を「この街の未来」という一
点に結集させます。

　３つ目は「始動」です。議論だけで終わらせるこ
となく、現場の声に根ざし、自らが先頭に立って最

初の一歩を踏み出します。

　この基本姿勢のもと、「挑む姿を、この街の風景に。」
という目指す姿を実現するために、市民の皆様、そ

して職員の皆さんと向き合い、多くの声に耳を傾け、

その意見を政策に反映してまいります。

　これからの４年間、私たちに必要なのは、整えら

れた土台の上に、新しい価値を大胆に積み上げてい

くことです。今こそ、「守りの改革」から、未来を拓
くための「攻めの創造」へと舵を切る時です。
　そして、現実と向き合い、課題を一つひとつ解決

しながら、将来も見据えた政策を実行してまいります。
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　令和７年度、市内すべての学校をコミュニティ・スクールに指定し、市内各中・義務教育学校区に学校運営
協議会を設置しました。学校運営協議会では、学校・家庭・地域が子どもたちのために「どのような学校や地
域を目指すか」「地域とどのような連携・協働ができるか」といった目標やビジョンについて話し合っています。
その話し合いをもとに、目標やビジョンの実現に向けて、地域の皆さんと学校が協力しながら取り組む活動が
「地域学校協働活動」です。
　令和８年度は、その地域学校協働活動を進めるため、市内各中・義務教育学校区に地域学校協働活動推進員
を委嘱しました。推進員は、学校の「こんなことを地域に協力してほしい」という思いと、地域の「子どもたち
のために何か力になりたい」という思いをつなぐ橋渡し役として、学校と地域を結び、活動をコーディネート
しています。
　それでは、市内各中・義務教育学校区で活躍する地域学校協働活動推進員をご紹介します。

霞ヶ浦中学校区 千代田義務教育学校区

梅澤由美子さん（左）　関川勝さん（右）
坂田正明さん（中央）

岡祐己子さん　宮内孝一さん

下稲吉中学校区

寺上恵さん（左）　角田優美さん（右）
坂上佳枝子さん（中央左）
豊﨑淳一さん（中央右）

下稲吉小学校、下稲吉東小学校
給食支援

寺子屋運武館
学習支援

いなよし学習広場
学習支援

霞ヶ浦南小学校
授業支援（書写）

千代田義務教育学校
授業支援（家庭科）

千代田義務教育学校
授業支援（算数）

　地域学校協働活動では、地域の皆さんがそ
れぞれの知識や経験、特技を生かし、学校と
連携しながら子どもたちの学びや成長を支え
ています。
　例えば、下稲吉中学校区では三校連支援
ボランティアによる給食支援や放課後子供教室、
いなよし学習広場、霞ヶ浦中学校区では書写
の授業支援や霞ヶ浦中学校区学習支援ボラン
ティアによる寺子屋運武館、千代田義務教育
学校区では家庭科と算数の授業支援など、そ
れぞれの学校区の特色を生かした活動が行わ
れています。

地域学校
協働活動を
紹介します！
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